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強力な論駁形式が用いられるのは〈天国篇〉第 2 歌・『帝政論』（特に第 3 巻）・『水陸
論』に限られる。したがって、〈天国篇〉執筆開始直前の数年の間にダンテによる集
中的な論理学の摂取が行われ、その後〈天国篇〉・『帝政論』・『水陸論』が近接した時
1  論争の概略については、星野（2016a: 65-72）参照。
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期に執筆された可能性が高い。
　（3）の「可能知性」概念をめぐる分析結果（星野 2017c）もまた、（2）と同様の






（Mon. I, iii, 6-8）は、人間の類的共働によってはじめて現実化される人類全体が類と
して分有する知性であり、ダンテ自身が「アヴェロエスは、『デ・アニマ』注解にお










比喩に関連する合計 6 箇所のダンテの記述は、大きく 3 つのグループに分けることが
できる。第 1 のグループに属する書簡 V、VI、VII（いわゆる「政治書簡」）は、ハイ
ンリヒ 7 世南下期のもので、クレメンス 5 世とハインリヒ 7 世との良好な関係を背景
に教皇庁側の「太陽＝教皇・月＝皇帝」という図式を受けいれていた。ところが、ク





























番号 『帝政論』 〈天国篇〉 共通することがら 注
1 I, vi, 3 I, 203-5 「秩序」・「形相」の語を用いた宇宙論的記述
2 I, ix, 1 I, 103-8 宇宙の諸事物は神の痕跡ormaであるという記述
3 I, xi, 5 XXIX, 1-6 太陽と月を天球上の対極に置いた描写
4 I, xii, 6 V, 19-24 神の最大の贈り物＝人間の自由意志という記述 ＊
5 I, xvi, 4 XXVII, 142-8 人類の歩みを船の航行にたとえる修辞
6 II, ii, 2 VII, 130-44; XXIX, 22-48 神の意を受け天caelumが諸事物を二次創造する
7 II, ii, 8 VII, 67-9; VIII, 127-9; XIII, 67-9 神を印章に、被造物を刻印にたとえる修辞
8 II, iii, 13 X, 119-20 歴史の権威とされるオロシウスに関する記述
9 II, v, 9-17 VI, 43-8 公共に尽くした古代ローマ人についての記述
10 II, vii, 4 XIX, 103-4 キリスト者以外は救済されないとする記述 ＊
11 II, ix, 13-8 VI, 34-54 ローマ史概説の記述 ＊
12 II, ix, 15 VI, 1-3 「鷲の旗」に関する記述
13 II, ix, 15 VI, 39 「三対三の決闘」についての記述
14 II, x, 3 XXVII, 55-60 「牧者」（高位聖職者）への批判
15 II, x, 3 XXVII, 61-3 まもなく到来する「救済者」についての記述
16 II, xi, 2 VII, 25-51e 85-120 キリストの死による原罪の償いに関する記述
17 III, i, 2-4 XVII, 112-20 「真理」を述べることは敵を作るという記述 ＊
18 III, iii, 2 XXXIII, 133-5 円積問題の解を求めることは不可能という記述 ＊
19 III, iii, 2 XXVIII, 92-3; XXIX, 130-5 天使の数は不可知であるという記述 ＊
20 III, iii, 4 XIII, 118-20 感情に引きずられた速断についての記述
21 III, iii, 9 X, 103-5; XII, 82-3; IX, 133-5 教令の尊重と、教令主義者への批判 ＊
22 III, iv-xii II, 49-148 論駁disputatio技法による反対説への徹底批判
23 III, iv, 4 XIII, 118-26 パルメニデス、メリッソスへの批判
24 III, iv, 10 XXIX, 82-96 聖書解釈における過誤の罪深さについての記述 ＊
25 III, iv, 18 II, 139-48 esse, virtus, operari等の概念による宇宙論的記述
26 III, x XX, 55-60 コーンスタンティーヌス帝への批判 ＊
27 III, xvi, 11 XXII, 151; XXVII, 86 ちっぽけな土地 areola / aiuola への言及
「注」欄の記号「＊」は、Chiesa-Tabarroni (2013: lxiv-v) が指摘しているものであることを示す。
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　ダンテ自身による重要な言明資料は 2 つある。1 つは、『帝政論』中の «Sicut in 
Paradiso Comedie iam dixi»（『神曲』〈天国篇〉においてすでに私が述べた通り）という、〈天
国篇〉第5歌19-24への参照指示である（Mon. I, xii, 6）。我々の調査（星野 2016b）は、
Shaw の最新校訂版（2009）の校訂手続きを写本に立ち返って再検証しその妥当性を































デッラ・スカラのもとに寄寓した（1303 年～ 1304 年）記憶をもつヴェローナの若き
僭主カングランデ・デッラ・スカラのもとに身を寄せたのであろう。そしてそこに腰
を落ち着けて〈地獄篇〉・〈煉獄篇〉の入念な推敲、最新の歴史的事実（1314 年のク



















ならない 2。北イタリア僭主たちに対して皇帝代理 vicario の称号を返上せよとの教皇
の要求が突きつけられたのが 1317 年春、その年末にはカングランデは反教皇同盟の









3 ダンテはヴェローナと喧嘩別れしてラヴェンナへ赴いたわけではない。それは、1320 年 1 月 20
日にヴェローナで『水陸論』の口頭発表を行った事実から明らかである。
― 28 ― ― 29 ―


































4 ダンテ諸作品の自己注解的性格については、Curtius (1954: 228-232); Mengaldo (1978: 11-13); 岩








して物語行為のレベルの存在を明確に指摘したのは Auerbach (1953: 268) であった。
アウエルバッハのあげる「読者への呼びかけ」20箇所 5は、〈地獄篇〉7・〈煉獄篇〉7・
〈天国篇〉6 と、3 篇にほぼ均等に分布しているが、もう 1 つ同じことの指標としてア
ウエルバッハが1行だけ「Dante, as the narrator, invariably uses qui for ‘here on earth’.
（語り手ダンテは、«qui» という語を一貫して「ここ地上世界で」の意味で用いている　ibid: 










　〈地獄篇〉第 1 歌でウェルギリウスはダンテに向かって、「もう一つの旅 altro 
viaggio」（『神曲』全体を通じて描かれる異界への旅）を提案する。それは、« A te 
convien tenere altro vïaggio, »（お前には、もう一つの旅が必要だ）と、まずはあくまで
ダンテの個人的救済に必要なものとして示される（Inf. I, 91）。







5 Inf. VIII, 94-6; IX, 61-3; XVI, 137-42; XX, 19-24; XXII, 118; XXV, 46-8; XXXIV, 22-7; Pur. VIII, 
19-22; IX, 70-2; X, 106-11; XVII, 1-19; XIX, 98-103; XXXI, 124-6; XXXIII, 136-9; Par. II, 1-18; V, 
109-14; IX, 10-2; X, 7-27; XIII, 1-12; XXII, 106-11.
6 Inf. XXXII, 15; Pur. X, 96; XV, 6; XXXI, 84; XXXII, 61; Par. I, 55; II, 12; II, 37; IX, 71; XII, 16; 
XIV, 25; XIV, 112; XVIII, 22; XVIII, 128; XXI, 141.
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　〈煉獄篇〉の終わり地上楽園で、ベアトリ―チェは « Però, in pro del mondo che mal 













であろう。だが、 [︙ ] 私は何を恐れることがあろう。父と子とともに永遠なる聖霊が、
ダビデの口を通じてこう言っているのだから。『義人はとこしえに記憶される。彼は
悪評を立てられても恐れない』［『詩編』112, 6-7］と」（Mon. III, i, 2-4）と響き合う
（Par. XVII, 112-120; 124-128）。
   Giù per lo mondo sanza ﬁne amaro, あの地下の果てなき苦しみの世界［地獄］ に下り、
e per lo monte del cui bel cacume また、その美しい頂上から我が女性のまなざしが
li occhi de la mia donna mi levaro, 私を引きあげてくれたあの［煉獄の］ 山で、
   e poscia per lo ciel, di lume in lume, そして、天国を星から星へと渡りつつ、
ho io appreso quel che s’io ridico, 私が学んできたことは、もし私がそれをのべ伝える
a molti ﬁa sapor di forte agrume; なら、多くの人にとって辛辣なものとなるでしょう。
   e s’io al vero son timido amico, ですが、もし私が真理にたいし臆病な友となれば、
temo di perder viver tra coloro 現代を古代と呼ぶ［後世の］ 人々の間に、私は
che questo tempo chiameranno antico». [...] 生き残れないのではないかと恐れるのです。」[...]
   indi rispuose: «Coscïenza fusca そこで［父祖カッチャグイーダの魂は］ 答えた。
o de la propria o de l’altrui vergogna 「我が身の恥、身内の恥で良心に翳りある者らは
pur sentirà la tua parola brusca. きっとお前の言葉を不躾なものと感じるだろう。
   Ma nondimen, rimossa ogne menzogna, だがそれでも、あらゆる虚言を排し、おまえは
tutta tua visïon fa manifesta; おまえの見たもの全てを、白日の下に曝すがよい。」
7 ここでダンテは、光明の十字架から湧き起こる「歌詞の理解できない」メロディーを聞く。これは『コ








   e tu, ﬁgliuol, che per lo mortal pondo そしてお前、我が息子、死すべきものの重みゆえに
ancor giù tornerai, apri la bocca, もう一度地上へ戻ってゆくはずの息子よ、語るのだ。








   In vesta di pastor lupi rapaci 牧者の見かけをした貪欲な狼たちが
si veggion di qua sù per tutti i paschi: あらゆる牧場にいるのが、ここ天上から見える。
o difesa di Dio, perché pur giaci? おお神の助けよ、なぜおっとりと構えている？我らの
   Del sangue nostro Caorsini e Guaschi 血を、カオール人［ヨハネス22世］とガスコーニュ人 
s’apparecchian di bere: o buon principio, ［クレメンス5世］ が飲み干そうと構えている。ああ、
a che vil ﬁne convien che tu caschi! ［教会の］よき始まりよ、お前は何と惨めな結末へ落ち
   Ma l’alta provedenza, che con Scipio てゆかねばならぬのか！　だが、いと高き神の摂理、
difese a Roma la gloria del mondo, スキピオと共にローマで世界の栄光を守ったあの
soccorrà tosto, sì com’ io concipio; 摂理が、間もなく助けに来ると、私には見えている。
   e tu, ﬁgliuol, che per lo mortal pondo そしてお前、我が息子、死すべきものの重みゆえに
ancor giù tornerai, apri la bocca, もう一度地上へ戻ってゆくはずの息子よ、語るのだ。
e non asconder quel ch'io non ascondo». 私が包み隠さず語った事を何一つ隠してはならぬ」。
　ここでは、ペトロからダンテに物語行為（預言行為）が付託されるまさにその直前
部に、一体何を伝えねばならないかが集約的に表現されている。それは、貪欲な教皇





　このペトロの最後の直接話法は、『帝政論』第 2 巻 10 章 1-3 で述べられる次のよう
な記述と一致する。
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pensa che ’n terra non è chi governi; 考えてもご覧なさい。地上には統べる人がいません。
onde sì svïa l’umana famiglia. だから人間家族は、こんなにも道を踏み外すのです。
   Ma [...] ですが、[...]
   la fortuna che tanto s’aspetta, ［やがて］あんなにも待ち望まれた激しい風が吹いて
le poppe volgerà u’ son le prore, 艫を船首のあったところへ向けるでしょう。
sì che la classe correrà diretta; そうして艦隊はまっすぐ走り始め
   e vero frutto verrà dopo ’l ﬁore». 花の後に真実の実がみのることでしょう。
























るもう 1つの箇所は、第 1巻で帝政の哲学的基礎づけをおこなう部分（Mon. I, iii）で
ある。続いてこの箇所を手がかりにして、〈天国篇〉の読み方について 2 つの提案を
行いたい。
4．1　帝政の哲学的基礎 ── 可能知性の現実化のための類的な政治装置 ──
　まず最初に、『帝政論』第1巻3章（Mon. I, iii, 6-9）を再確認しておこう。
したがって、人間における究極の力とは、単純な意味でそれが「存在していること」ではな
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には見られなかった 9 皇帝のプレゼンスの大きささがある。第 6 歌全体を使ってユー
スティーニアーヌスがローマ皇帝史を演説し（Par. VI, 1-142）、第18歌火星天のカッ
チャグイーダのいる光明の十字架にはシャルルマーニュが登場（Par. XVIII, 43）、さ
らに 18 歌後半から 20 歌にかけて、木星天の福者の魂らの光明が順々に文字を描いて
ネオンサインのようにして、«DILIGITE IUSTITIAM, QUI IUDICATIS TERRAM»
（「地を治める者たちよ、正義を愛せよ」『知恵の書』巻頭言）を表示し、最後の M の字が
徐々に変形してやがて鷲の紋章（ローマ皇帝のエンブレム）を形づくる。その鷲を
構成する光明たちの中からやがて第 20 歌で、トライヤーヌス帝（Par. XX, 43-8）と
コーンスタンティーヌス帝（Par. XX, 55-60）が紹介される。第 30 歌で至高天の薔








   E quel che più ti graverà le spalle, そして最も重くお前の肩にのしかかるのは、
sarà la compagnia malvagia e scempia 邪険で愚劣な同志たちであろう。そいつらと
con la qual tu cadrai in questa valle; 共にお前は苦難の谷に落ちてゆくだろう。
   che tutta ingrata, tutta matta ed empia やつらは、忘恩の限り、狂気の限り、邪悪の限りを
si farà contr’ a te; ma, poco appresso, お前に向ける。だが、すぐさま顔を赤く染めるのは
ella, non tu, n’avrà rossa la tempia. お前ではなく、彼らのほうだ。
   Di sua bestialitate il suo processo 彼らのふるまいそのものが、その獣性の証拠となる
farà la prova; sì ch'a te ﬁa bello だろう。こうして自分独りで一党をなしたことは、
averti fatta parte per te stesso. お前にとって名誉となるであろう。
9 〈天国篇〉以前で実際に場面中に登場する皇帝は、リンボにおけるカエサル（Inf. IV, 123）と、異




ても）選択可能になるのだろうか。『饗宴』（Conv. IV, iv, 1-7）ですでにダンテは、1
つのロジックを完成させている（それは Mon. I, x でも維持される）。人間はその幸福








2013, I, xxi）。この措置の動機を Petrocchi (1983: 81) は «giustizia»（公正さ）に帰し、




















10 ダンテが実人生で党派性を離れ「一人一党」の立場に立ったのは 1304 年である。
11 執政官。定員 6 名、任期 2 ヶ月。ダンテは 1300 年 6 月 15 日から 2 ヶ月この任に就いた。
12 De Libera (1991: 9-25 ) は、現代を覆う反知性主義 l’anti-intellectualisme という「新たな野蛮 une 
nouvelle barbarie」とたたかう力を与えてくれる存在として、中世の非 - 大学知識人であったダン
テとエックハルトの 2 人を論じ、知性の活動を通じた地上の幸福の追求という新しい生のありかた
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結びにかえて ── «aiuola» をめぐって ──
　最後に、40 年近くに及ぶダンテの著作歴のうち、その最後の数年間に『神曲』〈天
国篇〉で 2 度、『帝政論』で 1 度、合計 3 回に限って用いられているイタリア語形 
«aiuola»（Par. XXII, 151; XXVII, 86）ラテン語形 «areola»（Mon. III, xvi, 11）とい
う語について考察し、それをもって本稿をしめくくることにしたい 13。
を定式化したところに、全体的知識人 intellectual total としてのダンテの意義を見出している。
13 ラテン語 «area» は、土地・陸地・地面を表わす、ごく一般的な語であり、そのままの語形と意
味でイタリア語にもなっているが、その縮小形 «areola» もまた小プリニウス『書簡集』（1 世紀）
やウルガタ訳『雅歌』（4 世紀）に用例が見られる古い語で、小さな土地・小庭園・花壇を表わす。
イタリア語 «aia» は ラテン語の «area» から来た語で、元々はやはり土地・陸地・地面（area）や
小さな土地・小庭園（areola）の意で用いられたが、やがて特に、収穫物の集積・乾燥・脱穀・篩
い分けに供されるうち固められた小さな土地を表わすようになった（1612 年の『クルスカ辞典』
にはすでに、この語義が第 1 にあげられている）。一方、ラテン語 «areola» から来たイタリア語 
«aiuola» は、小さな土地（そこで草花や野菜などが栽培される）を意味する（現代では普通 «aiola»［花
壇］ と言われる）。ダンテ作品中のこれら 4 語の用例を調べてみると、ラテン語の «area» は Ep. VII, 
15 の «angustissima mundi area» （地上世界の狭隘きわまりない土地）1 例のみ（ちなみにイタリア
語 «area» の用例は皆無）、«areola» は『帝政論』第 3 巻最終章の 1 例のみ、イタリア語の «aia» は








双子座に入って遠く小さな地球を眺めた時のことをダンテは、«Col viso ritornai per 
tutte quante / le sette spere, e vidi questo globo / tal, ch’io sorrisi del suo vil sembiante / 
e quel consiglio per migliore approbo / che l’ha per meno; e chi ad altro pensa / chiamar 












   L’aiuola che ci fa tanto feroci,  我々をかくも残忍にするあのちっぽけな土地が、
volgendom’ io con li etterni Gemelli, 永遠の双子座とともに私が回転している間に、
tutta m’apparve da’ colli a le foci; 山々から海辺まですっかり私にその姿を見せた。
   poscia rivolsi li occhi a li occhi belli. それから私は、あの美しい目に我が目を向けた。
形のイタリア語 «aiuola»（Par. XXII, 151; XXVII, 86）、ラテン語 «areola»（Mon. III, xvi, 11）の 3
例に関しては、すべてそのもともとの意味である「ちっぽけな土地」── 天空の広大さと対比し
て ── と単純に解するのが適当であろう。『神曲』古注には「«aiuola» とは、世界 il mondo、す
なわち小さな土地 una piccola aia」（L’Ottimo Commento）、「«aiuola» は «areola» すなわち、ちっ
ぽけな土地 parva area」（Benvenuto da Imora）などと記され、現代の注もこれを受けつぐ。ここで
言うイタリア語 «piccola aia» やラテン語 «parva area» は、元来の字義通り「ちっぽけな土地」の
意味である。Ep. VII, 15 の «angustissima mundi area» （地上世界の狭隘きわまりない土地）も同一
のコンセプト（天空の広大さと比較したときの地上世界の狭隘さ）を述べた表現で、«angustissima 
area» を一語で言うと «aiuola» になる。『帝政論』でのラテン語形 «areola» も同義。英語圏では、
従来 «this petty area»（Cary）とか «this little spot»（Wright）と訳されていた «aiuola» を、1867 年
に Longfellow が «threshing-ﬂoor» と訳して以来（Longfellow はイタリアの諸注に見える «aiuola 




14 たとえば、Cicero 1928: VI, [xvi], 16; Boethius 1918: II, vii (M), 1-6。いずれもダンテは熟知して
いたと考えられる。
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見るよう、ダンテに向かって «Adima il viso e guarda come tu se’ vòlto»（目を下に向け







   E più mi fora discoverto il sito このちっぽけな土地のもっと広い範囲を私は
di questa aiuola; ma ’l sol procedea 見られたはずだが、しかし太陽は我が足下で
sotto i mie’ piedi un segno e più partito. 十二宮の一つ分以上向こうに進んでしまっていた15。
15 ダンテは恒星天の双子座の中にいるが、ダンテの旅が行われた季節の太陽の位置は牡羊座で、間




と歌い（Par. XXVII, 85-7）、«aiuola» に思いを残したまま原動天に上ってゆく。そ
して原動天に着いてすぐにベアトリーチェは、ダンテの地上に対する侮蔑や憐憫で
はない悲しみに満ちた共感的関心にこたえるかのように、先に見た（3. 4）通り、人
類という艦隊を 180 度転回させる大変化がおこり「人間家族 l’umana famiglia」の
指導者が再びあらわれる時代が到来するという予言をダンテに示すのである（Par. 
XXVII, 139-148）。
　俗語の «aiuola» をダンテが用いるのは、〈天国篇〉のこの 2 回限りである。だが、
ダンテの作品中他に 1 箇所だけ、ラテン語形 «areola» が用いられている箇所がある。
それは、『帝政論』第 3 巻の結びの章である。そこでダンテが皇帝の任務として割り
ふるのはまさに、«in areola ista mortalium libere cum pace vivatur» （人間たちのこのちっ
ぽけな土地で自由にかつ平和のうちに生が営まれる）よう配慮を尽くすことなのである
（Mon. III, xvi, 11）。
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